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■
国
際
概
況

　
五
月
前
半
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
米
中
通
商
協

議
に
つ
い
て
決
裂
を
否
定
し
た
ほ
か
、
今
後
非
常

に
う
ま
く
行
く
と
の
見
方
を
示
し
た
こ
と
で
米
中

通
商
協
議
の
行
方
に
つ
い
て
楽
観
的
な
見
方
が
強

ま
っ
た
こ
と
、
四
月
の
米
A
D
P
民
間
雇
用
者
数

は
二
七・
五
万
人
増
で
予
想
を
上
回
っ
た
こ
と
―
な

ど
の
プ
ラ
ス
材
料
も
あ
っ
た
が
、
米
中
通
商
交
渉
で

中
国
側
が
姿
勢
を
後
退
さ
せ
た
、
と
の
報
告
か
ら
ト

ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
激
怒
、
二
、〇
〇
〇
億
ド
ル
相

当
の
中
国
製
品
に
課
す
関
税
を
一
〇
%
か
ら
二
五

%
に
引
き
上
げ
る
と
表
明
（
十
日
～
）。
非
関
税
の

三
二
五
億
ド
ル
の
製
品
に
つ
い
て
も
二
五
%
の
関

税
を
課
す
可
能
性
も
示
唆
―
を
嫌
気
し
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相

場
は
D
O
W
N
、
五
月
十
五
日
時
点
で
六
、〇
〇
七

ド
ル
（
セ
ツ
ル
）
と
月
初
価
格
よ
り
四
三
五
ド
ル

D
O
W
N
の
前
半
締
め
と
な
っ
た
。

　
後
半
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
米
中
貿
易
交
渉
に
つ

い
て
「（
中
国
政
府
が
）
多
く
の
企
業
が
中
国
か
ら

出
て
行
く
の
を
喜
ぶ
と
は
思
え
な
い
」
と
述
べ
、
中

国
の
譲
歩
で
早
期
に
妥
結
す
る
と
主
張
し
た
―
な
ど

の
プ
ラ
ス
材
料
も
あ
っ
た
が
、中
国
共
産
党
機
関
紙・

人
民
日
報
は
、
強
い
調
子
で
相
次
ぐ
制
裁
関
税
な
ど

で
譲
歩
を
迫
る
米
国
に
対
し
、
レ
ア
ア
ー
ス
の
輸
出

制
限
に
よ
っ
て
報
復
す
る
構
え
を
示
唆
し
、
フ
ァ
ー

ウ
ェ
イ
は
二
十
九
日
、
米
政
府
が
国
防
法
に
基
づ
き

同
者
の
米
事
業
を
規
制
す
る
措
置
を
取
っ
た
こ
と
に

関
し
、
同
法
は
米
国
の
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
て
米

政
府
を
提
訴
し
た
―
を
嫌
気
し
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相
場
は
Ｄ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
、
六
月
四
日
現
在
、
後
半
ス
タ
ー
ト
価
格
か

ら
二
〇
六
ド
ル
安
の
五
、七
九
六
ド
ル
。
銅
建
値
は

三
万
円
安
の
六
七
万
円
ス
タ
ー
ト
。

　
■
前
月
の
経
済
指
標

　
◆
月
間
の
ド
ル
/
円
レ
ー
ト　
（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）

　
一
一
二・八
五
→
一
一
〇・六
二
（
円
）。

　
◆
自
動
車
生
産
台
数

　
日
本
自
動
車
工
業
会
に
よ
る
と
、
三
月
の
自
動
車

生
産
台
数
は
前
年
比
四・
一
％
減
の
九
〇
万
五
九
三

台
で
あ
っ
た
。

　

輸
出
（
四
月
）
は
四
二
万
二
、六
四
六
台
で
前
年

同
月
比
二・二
％
減
。

　
◆
自
動
車
販
売
台
数

　
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
に
よ
る
と
、
五
月

の
自
動
車
販
売
台
数（
軽
除
く
）は
前
年
比
四・八
％

増
の
二
四
万
七
、三
三
八
台
。

　
◆
新
設
住
宅
着
工
件
数
推
移

　

平
成
三
十
一
年
四
月
の
住
宅
着
工
戸
数
は

七
万
九
、三
八
九
戸
で
、
前
年
同
月
比
で
五・七
％
減

と
な
っ
た
。
ま
た
、
季
節
調
整
済
年
率
換
算
値
で
は

九
三・一
万
戸
（
前
月
比
五・八
％
減
）
と
な
っ
た
。　

◆
貿
易
関
連
指
標

　
輸 

出

　

財
務
省
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
輸
出
は
前
年
比
で

電
気
銅
が
二
四・八
％
減
の
三
万
三
、四
四
八
ｔ
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
が
一
一
八・八
％
増
の
三
万
九
、五
九
六
ｔ
。

　
輸 

入

　

輸
入
は
電
気
銅
が
前
年
比
一
三
九・
七
％
増
の

四
、一
〇
三
ｔ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
三
五・
六
％
増
の

一
万
四
、二
一
〇
ｔ
。

　
■
前
月
の
国
内
指
標	

　
日
本
伸
銅
協
会
発
表
の
伸
銅
品
生
産
推
移
（
速
報
）

に
よ
れ
ば
、
前
年
比
七
％
減
の
六
万
四
、九
六
〇
ｔ
。

　
日
本
電
線
工
業
会
発
表
の
出
荷
速
報
（
推
定
）
に

よ
る
と
、
銅
電
線
出
荷
量
は
前
年
比
五・
二
％
増
の

五
万
九
、六
〇
〇
ｔ
で
あ
っ
た
。

　
■
国
内
概
況
ま
と
め

　
【
自
動
車
】

　
日
本
自
動
車
工
業
会
に
よ
る
と
、
三
月
の
自
動
車

生
産
台
数
は
前
年
比
四・
一
％
減
の
九
〇
万
五
九
三

台
で
あ
っ
た
。

　

輸
出
（
四
月
）
は
四
二
万
二
、六
四
六
台
で
前
年

同
月
比
二・二
％
減
。

　
【
販
売
】

　
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
に
よ
る
と
五
月
の

自
動
車
販
売
台
数
（
軽
除
く
）
は
前
年
比
四・
八
％

増
の
二
四
万
七
、三
三
八
台
。

　
こ
の
う
ち
、乗
用
車
は
五・二
％
増
、貨
物
二
％
増
、

バ
ス
五・八
％
増
。

　
【
住
宅
】

　
・ 

平
成
三
十
一
年
四
月
の
住
宅
着
工
戸
数
は

七
万
九
、三
八
九
戸
で
、
前
年
同
月
比
で
五・七
％
減

と
な
っ
た
。
ま
た
、
季
節
調
整
済
年
率
換
算
値
で
は

九
三・一
万
戸
（
前
月
比
五・八
％
減
）
と
な
っ
た
。

　
・ 

住
宅
着
工
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前
年
同
月

比
で
五
カ
月
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
関

係
別
に
み
る
と
、
前
年
同
月
比
で
持
家
は
増
、
貸
家

及
び
分
譲
住
宅
は
減
と
な
っ
た
。

　
・ 

引
き
続
き
、
今
後
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 　
　
　
（
六
面
へ
続
く
）

銅
輸

入
は
電
気
銅
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
も
に
増
加

住
宅
着
工
は
減
少
、
自
動
車
は
販
売
が
増
加

橋

本

ア
ル
ミ

橋
本
健
一
郎
氏
リ
ポ
ー
ト
①
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（
四
面
よ
り
続
く
）

　
【
伸
銅
品
生
産
】

　
伸
銅
品
生
産
は
前
年
比
七
％
減
の
六
万
四
、九
六
〇

ｔ
と
五
カ
月
連
続
減
少
。
伸
銅
品
の
一
四
品
種
の
う

ち
、
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
は
三
品
種
の
み
、
伸
銅
品

全
体
的
に
需
要
に
勢
い
が
な
く
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
う
ち
、内
需
は
五
万
四
、七
七
二
ｔ
で
五・一
％

減
と
四
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
、
輸
出
は
一
万
一
八
八

ｔ
で
一
五・九
%
減
と
六
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
。

　
品
種
別
で
は
、
銅
条
が
二
万
一
、六
一
〇
ｔ
で
五・三
%

減
と
三
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
、
黄
銅
棒
が
一
万
五
、一
八
二

ｔ
で
六・七
%
減
と
四
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
。

　
【
電
線
】

　
前
年
比
五
・
二
％
増
の
五
万
九
、六
〇
〇
ｔ
。

　

こ
の
う
ち
、
国
内
が
五
・
九
％
増
、
輸
出
が

一
八
・
六
％
減
。

　
【
輸
出
】

　

銅
輸
出
は
、
電
気
銅
が
二
四・
八
％
減
の

三
万
三
、四
四
八
ｔ
、
銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
一一
八・八
％

増
の
三
万
九
、五
九
六
ｔ
。

　
【
輸
入
】

　
輸
入
は
電
気
銅
が
一
三
九・七
％
増
の
四
、一
〇
三
ｔ
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
が
三
五・六
％
増
の
一
万
四
、二
一
〇
ｔ
。

　
【
見
通
し
】

　
・
自
動
車
は
生
産
が
四・一
%
減
。
国
内
販
売
台

数
が
前
年
比
四・八
%
増
。

生
産
は
再
び
マ
イ
ナ
ス
。
生
産
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
販

売
は
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
今
後
に
注
視
。

　
・
伸
銅
品
生
産
は
前
年
比
七
％
減
の

六
万
四
、九
六
〇
ｔ
と
、
五
カ
月
連
続
減
少
。
今
後

マ
イ
ナ
ス
が
続
く
か
注
視
。

　
・
電
線
出
荷
は
前
年
比
五・
二
％
増
の

五
万
九
、六
〇
〇
ｔ
。

　

こ
の
う
ち
、
国
内
が
五・
九
％
増
、
輸
出
が

一
八・六
％
減
。

　
・
銅
輸
出
は
製
造
業
の
内
需
停
滞
及
び
輸
入
品
の

割
安
感
か
ら
国
内
も
の
が
荷
余
り
し
、輸
出
が
増
加
。

　
・
銅
輸
入
は
割
安
感
か
ら
増
加
。

　
【
ス
ク
ラ
ッ
プ
景
況
予
想
】

　
流
通
在
庫
は
価
格
の
急
落
や
大
型
一
〇
連
休
前
の

手
仕
舞
い
売
り
、
稼
働
日
低
下
に
よ
る
発
生
減
か
ら

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
需
要
面
に
関
し
て
は
、
足
元
の
生
産
状
況
が
徐
々

に
悪
化
し
て
お
り
減
少
。

　
米
中
貿
易
戦
争
に
よ
る
世
界
景
気
後
退
懸
念
か
ら

メ
ー
カ
ー
の
購
入
意
欲
は
低
く
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
販
売

は
当
面
厳
し
い
。

　
【
Ｌ
Ｍ
Ｅ
・
為
替
予
想
】

　
今
月
は
米
中
貿
易
戦
争
の
動
向
、
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
の
訪
英
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
。

　
米
中
貿
易
に
関
し
て
は
予
想
外
に
過
熱
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
が
、
六
月
末
の
Ｇ
2
0
で
一
旦
休
戦

に
な
る
事
を
期
待
し
た
い
。　

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
訪
英
に
関
し
て
は
次
期
首

相
候
補
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
と
の
直
接
会
談
も
模
索
す

る
と
み
ら
れ
る
。
実
現
す
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
に

は
最
も
重
要
な
同
盟
国
の
ト
ッ
プ
と
の
緊
密
な
関
係

を
早
く
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
は
ず
だ
が
・
・
・
・

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
六
月
の
銅
価
格
は
五
、五
〇
〇

～
六
、〇
〇
〇
ド
ル
（
セ
ツ
ル
）
と
の
予
想
。

　
ド
ル
円
は
一
〇
五
円
～
一
一
〇
円
（
Ｔ
Ｔ
Ｍ
）
台

を
予
測
。

　
銅
建
値
に
関
し
て
は
六
二
〇
～
七
〇
〇
円
程
度
と

予
測
し
て
い
る
。

　
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

　 

今
年
の
世
界
成
長
見
通
し
、
下
方
修
正

　
　
　
　
　
　
米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
で
―
世
銀
予
測

　

世
界
銀
行
は
四
日
、
二
〇
一
九
年
の
世
界
の
成

長
率
見
通
し
を
二・
六
％
と
、
一
月
時
点
の
予
想
か

ら
〇・
三
ポ
イ
ン
ト
引
き
下
げ
た
。
米
中
の
貿
易
摩

擦
な
ど
に
伴
う
先
行
き
不
透
明
感
か
ら
輸
出
や
投

資
が
低
迷
し
、
一
六
年
以
来
の
低
さ
に
と
ど
ま
る
。

「
リ
ス
ク
は
下
振
れ
方
向
に
傾
い
て
い
る
」
と
警
告

し
た
。

　
二
〇
年
も
〇・一
ポ
イ
ン
ト
下
げ
て
二・七
％
と
し

た
。
八
、九
日
に
福
岡
市
で
開
か
れ
る
二
〇
カ
国
・

地
域
（
Ｇ
二
〇
）
財
務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
に

報
告
す
る
。

　
マ
ル
パ
ス
世
銀
総
裁
は
記
者
団
に
対
し
「
力
強
い

経
済
成
長
は
貧
困
低
減
と
生
活
水
準
の
向
上
に
不
可

欠
だ
」
と
強
調
。
成
長
の
障
害
と
な
る
課
題
を
解
決

す
る
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
日
本
は
一
九
年
を
〇・八
％
と
〇・一
ポ
イ
ン
ト
下

方
修
正
。
一
〇
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
中
国
向

け
輸
出
の
落
ち
込
み
を
考
慮
し
た
。
二
〇
年
は
〇
・

七
％
へ
と
緩
や
か
に
鈍
化
す
る
見
込
み
。

　
米
国
は
一
九
年
を
二・五
％
、
二
〇
年
を
一・七
％

に
い
ず
れ
も
据
え
置
き
。連
邦
準
備
制
度
理
事
会（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
の
利
上
げ
休
止
で
緩
和
的
な
金
融
環
境
が
続

き
、貿
易
摩
擦
の
影
響
が
相
殺
さ
れ
る
と
分
析
し
た
。

た
だ
、「
短
期
的
に
は
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
景
気
後
退
）

に
陥
る
公
算
は
小
さ
い
」
も
の
の
、
貿
易
問
題
の
悪

化
で
可
能
性
は
高
ま
る
と
し
た
。

　

ユ
ー
ロ
圏
は
中
国
向
け
輸
出
の
減
少
、
ド
イ
ツ
な

ど
主
要
国
の
低
迷
で
一
九
年
を
〇・四
ポ
イ
ン
ト
引
き

下
げ
、
一・二
％
と
し
た
。
中
国
は
景
気
対
策
に
よ
り

「
成
長
が
安
定
し
た
よ
う
だ
」
と
し
て
、一
九
年
は
六・

二
％
に
据
え
置
い
た
。
た
だ
貿
易
摩
擦
の
激
化
を
見

込
み
、
二
〇
年
を
六・一
％
に
下
方
修
正
し
た
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
・

為
替
予
想
米
中
貿
易
戦
争
、
米
大
統
領
の
訪
英
の
動
向
が
左
右
か


